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１ 期日・会場 

(１) 開 会 式     
      日 時   令和４年６月２３日（木）１６時００分 

           会 場   昭和電工武道スポーツセンター メイン会場 

            〒８７０－０１２６ 大分市大字横尾１３５１  

 TEL ０９７－５２０－０８００ 

            

(２) 競   技    

日 時   令和４年６月２４日（金）１０時３０分開始 

令和４年６月２５日（土）１０時３０分開始 

令和４年６月２６日（日）１０時００分開始 

           会 場   昭和電工武道スポーツセンター メイン会場 

閉 会 式 

日 時    令和４年６月２６日（日）競技終了後 （状況によっては中止もある） 

           会 場    昭和電工武道スポーツセンター メイン会場 

（４） 諸 会 議 

会 議 名 期   日 会       場 

組み合わせ抽選会 ６月１５日（水）14時 大分県立鶴崎工業高校会議室 

ｽﾎﾟｰﾂｴﾝﾄﾘｰｽﾞﾁｪｯｸ 
６月２３日（木）     

11時 30 分～13時 30分 

昭和電工武道スポーツセンター    

メイン競技場 

専門委員長会議  

監督会議 
６月２３日（木）14 時 

昭和電工武道スポーツセンター 

〒８７０－０１２６  

大分市大字横尾１３５１  

TEL ０９７－５２０－０８００ 

ｲﾝﾃｸﾞﾘﾃｨ研修 監督会議終了後 

開会式 ６月２３日（木）1６時 

＊スポーツエントリーズチェック提出物・・・選手手帳、健康申告書（男女）、参加承諾書 

女子健康申告書、健康チェックシート、ユニフォーム（赤・青） 

２ 階  級 

  ピン級からミドル級までの９階級 

３ 競技規則･方法 

(１) 競技規則 

①（一社）日本ボクシング連盟競技規則による。 
②特に下記の２項目において,徹底させる。 

ア．選手は,連盟が認める場合を除いては,競技において,自分が通学する学校以外の学校名,社

名,商標,社章等が記載されたユニフォームを着用してはならない。（アマチュア規則の適用

基準より） 
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イ．大会（予選を含む）には,学校対抗の選手として参加を許可するものであり,ユニフォーム等

は所属校が認めるものを着用しなければならない。（競技者に関する別途規定より） 

 

(２) 競技方法 

ア、個人戦とする。 
イ、トーナメント方式で行い、優勝・準優勝・3位 2名を決定する。但し、3位・4位決定戦は行 

わない。 

ウ、3ラウンド（1ラウンド 2分） 

  エ．トーナメントの最初の試合では健診・計量をクリアしリングに上がらなければ順位点は与えな 

い。前日の勝者が，翌日の試合に欠場する場合は本人または代理人が受付で申告することによ 

り，健診・計量を受けなくても順位を与える。 

 

４ 引率・監督について 

(１) 引率責任者は，団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。また,校長から引率の委嘱され

た「部活動指導員」（地方公務員法第 22条の２に示された者）も可とする。但し,当該都道府県

高体連会長に事前に届けること。 
(２) 監督・コーチ等は校長が認める指導者とし，それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険(ス

ポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とする。 

(３) 但し,各県における規定が定められ，引率･監督者がこの基準より限定された範囲であれば，その

規定に従うことを原則とする。 

(４) セカンド 

ア．セカンド資格の有取得者であること。 

イ．事前に申請した者であること。 

ウ．チーフセカンドは日本ボクシング連盟公認のＢ級セカンド資格以上を有する者であること。

また,セカンドを行う者（指導者）は,日連が定期に実施するインテグリティ研修に必ず参加し

なければならない。セカンド手帳を提出し,実績の証明を受けることとする。 

 

５ 参加資格 

(１) 参加者は，各県高等学校体育連盟に加盟している生徒で，本競技実施要項により九州大会の参加

資格を得たものに限る。（１位から順次出場させること） 
(２) ボクシングのトレーニングを開始して６ヶ月以上経過した者であること。今年度，初めて登録し

た選手は（一社）日本ボクシング連盟に実践競技出場資格証明書を提出済であること。 

(３) 平成１５（２００３）年４月２日以降に生まれたものとする。但し，出場は同一競技３回までと

し，同一学年での出場は１回限りとする。 

(４) 転校・転籍後６ケ月未満の者は参加を認めない(外国人留学生もこれに準ずる)。但し，一家転住

等やむを得ない場合は，各県高等学校体育連盟会長の認可があれば，この限りではない。 

(５) 出場する選手はあらかじめ健康診断を受け，在学する学校の校長及び所属高等学校体育連盟会

長の承認を必要とする。 

(６) 参加資格の特例による学校の参加については，全九州高等学校体育大会開催基準要項のとおり
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とする。 

（７） 選手手帳の本年度分「健康診断記録」に必要項目が記載され、医師の署名捺印がさ 

れていること。なお、一般診療以外に受診しなければならないエントリーズチェック 

の内容は以下のとおり。(当該年度の 4月 1日以降の受診に限る。) 

① 血液、検尿を実施していること。 

② 心電図、胸部レントゲンは次の項目に受診していること。 

ボクシング開始時、中学、高校の各入学時の競技開始時。 

③ CT スキャン(または MRI)の実施済みの証明書で、頭蓋骨病変及び、ボクシング競技に差し支

えのあるクモ膜のう胞のない証明を受けていること。 

(平成 31年度版選手手帳に証明を明記、または、CT証明書を提出。) 

（８）選手手帳には写真を貼り、当大会の決勝戦までの試合結果を記入できる記録欄があること。 

(コピー不可)また、選手手帳を更新した場合は、前の手帳も持参すること。 

（９） 健診・計量は性別・階級毎に受付を行う。（受付時間に遅れた場合は失格となる。） 

 

６ 参加制限 

(１) 各県各階級 1名以内とする。 
 (２) 監督，コーチ，チーフセカンド，またはサブセカンドは各参加校１名（サブセカンドについて

は生徒も可）とする。 

(３) 外国人留学生の参加については，エントリー数の 20％まで認める。 

 

７ 参加申込 

(１) 申込締切日  令和４年６月６日（月）必着のこと。 
(２) 申込方法 

   ア．参加申込書は、各県専門委員長から送付される参加申込書を利用し作成すること。各学校配

布用シートについては、各都道府県連盟会長印を押印(朱印)1部原本として作成し、他 2部に

ついては、それをコピーする。 

イ．各県高等学校体育連盟競技専門部で取りまとめ，下記の申込先へ２部(原本(押印(朱印)した

ものを含む)を送付し，１部は所属高体連の控えとする。 

ウ．各県専門委員長は参加申込書の電子データを下記（３）の申込先に示すメールアドレスまで，

電子メールで送信すること。 

 (３) 申 込 先 

〒８７０－０１３３ 大分県大字葛木 509番地 

      大分県立鶴崎工業高等学校内 

     大分県高体連ボクシング専門委員長 飯田 育夫 

TEL ０９７－５２７－５２６１ 

  FAX ０９７－５２７－５２６３ 

          メールアドレス  iida-ikuo@oen.ed.jp 

申し込み後の選手及び階級の変更はできない。 
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８ 参加負担金    

(１) １名 ２，０００円 
(２) 納入方法 

  ア 各県高等学校体育連盟競技専門部で取りまとめ，下記の口座に振り込むこと。また，振込依頼書

の写しを参加申し込み時に同封すること。 

  イ 振込先 

指 定 銀 行 大分銀行 森支店 

口 座 番 号 普通預金 ７５２６０８３ 

口 座 名 義 大分県
おおいたけん

高体連
こうたいれん

ボクシング 専門部
せ ん も ん ぶ

 委員長
いいんちょう

 飯田
い い だ

 育夫
い く お

 

(３) 納入期限 
    令和４年６月６日(月) 

９ 組み合せ・抽選 

開催県高等学校体育連盟で行う。 

（原則として、開催県高等学校体育連盟理事長が同席する。九州専門委員長の同席も可とする。） 

 
10 表  彰   

個人の３位まで表彰する。但し、個人の表彰は準決勝･決勝の試合後に行う。 
 

11 健診及び計量   

日    時 場    所 

６月２４日 (金) ８時３０分 昭和電工武道スポーツセンター 

〒８７０－０１２６  

大分市大字横尾１３５１  

TEL ０９７－５２０－０８００ 

６月２５日 (土) ８時３０分 

６月２６日（日） ８時３０分 

(１) 選手手帳を持参することとし，不携行の場合は出場させない。 

   ８：２０分より受付を開始し、女子、男子ABの階級順に行う。詳細については監督会議の際に

発表する。 

   ア．選手手帳には写真を貼り，当大会の決勝戦までの試合結果を記入できる記録欄があるこ

と。（コピーは不可。） 

イ．選手手帳を更新した場合は，前の手帳も持参すること。 

ウ．選手手帳にＣＴや心電図の結果が記入されていること。 

(２)  スポーツエントリーズチェックについては，６月２３日（木）１１時３０分から１３時３０

分までの間として競技会場（昭和電工武道スポーツセンター）で行う。 

   ＜チェック項目＞選手手帳・健康申告書・ユニフォーム（赤・青）・女子健康申告書（未成年
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の場合は親の承諾書） 

(３) 計量は、全裸ではなく、原則として競技用服装等を着用して行う。ただし，体重超過のおそれ

があり、選手からの申し出があったときは、競技用服装等を着用して計量した体重から着用し

た服装の重量を控除して計量することができる。 

 

12 宿  泊 

(１) 参加者の宿泊は大会事務局の指定宿舎とする。 

配宿は，大会事務局で決定し，各チームに通知する。 

(２) ホームページよりダウンロードし必要事項を記入の上，３部作成すること。 

  各県高等学校体育連盟競技専門部で取りまとめ，２部（原本（押印（朱印）したものを含む)は

参加申込書に同封し送付すること。１部は所属高体連の控えとする。 

(３) 宿泊料金は１人当たり１泊２食８，５００円（税･サービス料込）とする。 

   但し，宿泊料金においては欠食控除を認めない。 

昼食弁当代は６００円（税込）とする。 

(４) 宿舎決定後の宿泊人数の変更については，当該校の引率責任者が直接ホテルへ連絡を取り、相互

で確認すること。 

(５) 昼食弁当については，引率責任者が必要数を取りまとめて，宿泊申込書内の様式で申し込むこ

と。申込内容に変更が出た場合、変更期限内に業者指定の方法で連絡すること。 

 

13 参加上の注意 

(１) 参加選手は，必ず健康保険証・選手手帳・試合用具（ユニフォーム･トランクス・バンテー

ジ・マウスピース・ヘッドガード・カッププロテクター・シューズ等）を持参すること。 

ア．競技用ヘッドガードは前頭部及び側頭部には学校名などの記入（刺繍も含む）のないもので，

（一社）日本ボクシング連盟及びＡＩＢＡの検定品で,劣化していない競技用に限る。 

イ．競技会ではコーナーカラーのユニフォーム(赤:Pantone185、199、485 青:Pantone 286、293、

661)に限る。ベルトライン(へそと臀部の頂点を結んだ線)は白色またはト ランクス、ランニ

ングとはっきりと違う色で６cm から 10cm の幅でなければならな い。また、製造企業ロゴの

面積は、トランクス・ランニングにそれぞれ一か所で 30 平方 cm 以内とする。ロゴの「最大

幅×最大高さ」の四角形をその面積とする。 イ 競技時の運動・接触等により、ゼッケンが剥

がれ落ち、競技の妨げとなる懸念があるためゼッケンは取り付けないこと。ただし、プリント

や刺繍されているものに関してはそのままでよい。 

ウ．マウスピースは赤または赤に類する色のものは使用を認めない。 

※なお、上記ア，イ，ウの用具，用品については，主催者側では貸与しない。 

エ. バンテージについては，(一社)日本ボクシング連盟検定品を使用すること。 
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(２) 毛髪、身体装飾品・器械、入れ墨・タトゥーについては、日本ボクシング連盟医事ハンドブッ

クCHAPTER Ⅹを厳守すること。 

ア．前額部を覆う長髪は視野を制限し、眼球傷害を引き起こしてしまう。長髪の場合はゴム等で適

切にまとめ、目に入らない様にしなくてはならない。ヘッドガードを使用する場合はヘアネッ

トかスイミングキャップをかぶってまとめた後に装着しなくてはならない。ヘアピンなどのア

クセサリーは使用してはならない。ヘアネット又はスイミングキャップは、必ず個人で持参す

ること。 

イ．クリンチの際、ひげやつけまつげは対戦相手の眼に入り角膜擦過傷を引き起こす危険性がある

ため禁止である。口髭・あご髭はきれいに剃らなければならない。 

ウ．ボクシング競技では、ピアスなどの身体装飾品の装着は認められない。また、身体のどの部位

についても、サイズの大小にかかわらず、入れ墨・タトゥーは認められない。シールも同様で

ある。なお、植え込み器械（電子機器を含む）または身体機能を変える可能性のある器械の装

着については、循環器専門医の許可（診断書）があれば、要注意下に競技可能である。 

（３） 競技中の疾病,障害などの応急処置は主催者側の負担とするが，その後の責任は負わない。 

(４) 引率責任者は,選手の行動に対して全ての責任を負うものとし,選手は高校生としての本分を忘

れてはならない。 

 

14 個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについて 

（１） 参加申込書に記載された個人情報の取り扱い 

  ア 大会プログラムに掲載されます。 

  イ 競技会場でアナウンス等により紹介されることがあります。 

  ウ 競技会場外の掲示板等に記載されることがあります。 

  エ 組み合わせ等の内容が大会関連ホームページに掲載されることがあります。 

  オ 氏名・学校名・学年については、報道の正確性を期するため、大会開催前に報道機関に提供する 

ことがあります 

（２） 競技結果（記録）等の取り扱い 

  ア 新聞・雑誌及び全九州高等学校体育連盟等関連ホームページ等で公開されることがあります。 

  イ 大会プログラム掲載の個人情報とともに掲載されます。 

  ウ 新記録、優勝校及び上位入賞結果（記録）等は、次年度以降のプログラムに掲載されることがあ 

ります。 

（３） 肖像権に関する取り扱い 

  ア 各県高体連で許可を受けた雑誌・新聞及び全九州高等学校体育連盟等関連ホームページで公開 

されることがあります。 

  イ 各県高体連で許可を受けた映像が競技結果報道等に配信されることがあります。 

（４） 対応について 
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  ア 取得した個人情報を前記利用目的以外に使用されることはありません。 

  イ 参加申込書の提出により、前記取り扱いに関するご承諾をいただいたものとして、対応させてい 

ただきます。 

  ウ 大会役員、競技役員、運営役員、その他各種の委員や補助員等大会関係者及び会場に来られた観 

客の皆様につきましては、前記取り扱いに関するご承諾をいただいたものとして対応させてい 

ただきます。 

15 その他 

   ・コロナの状況によっては大会日程の変更、諸行事の中止もある。 

   ・大会の中止を除いて、参加取り消しによる参加料の返金は行わない。 


